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職域の定期健診デー夕による中高年男性の

高血圧発症にかかわる要因の解析
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目的　高血圧は脳卒中や心筋梗塞の最大のリスク要因であり，その1次予防はわが国の保健・医

療活動の重要課題である。本研究の目的は，中高年男性の高血圧発症にかかわる要因を明ら

かにし，高血圧の1次予防対策を実施するためのエビデンス（科学的根拠）を提供すること

にある。

対象および方法　都内某事務系事業所の1991年度定期健診受診者のうち．高血圧所見がなく降圧

剤服用歴のない，30-59歳の男性6,306人を対象とした。1992-1998年度の定期健診データを

用いた追跡調査をもとに，ベースライン調査時点の年齢，肥満度，飲酒習慣，運動習慣，耐

糖能，血圧レベルと観察期間中の高血圧発症（収縮期血圧140 mmHg 以上または拡張期血

圧90 mmHg以上の血圧上昇，あるいは降圧剤の服用開始）の関係を調べた。ベースライン

調査時年齢の10歳年齢階層ごとにCoxの比例ハザードモデルによる多変量解析を行い，各

要因のハザード比および95％信頼区間をもとめた。

結果　平均6.9年間の観察期間中，高血圧発症者は合計2,171人みられた。高血圧発症率はベース

ライン調査時点の30-39歳で33,4/1000人年，40-49歳で62.8/1000人年，50-59歳で765/1000

人年であり，年齢階層が高いほど高い傾向を認めた。肥満と耐糖能異常両方の保有者は非保

有者にくらべ，高血圧発症率が30-39歳では4.1倍増大したが，40-49歳では1.9倍，50-59歳

では2.0倍しか増大しなかった。

　Coxの比例ハザードモデルによる多変量解析の結果，対象者全体では正常高値血圧，肥

満，耐糖能異常，常習飲酒，運動不足のハザード比が1以上となり，そのうち正常高値血圧

（ハザード比（HR）3.62，95％信頼区間（CI） : 3.32-94），肥満（HR 1.52，95％ CI : 1.38-

L66），常習飲酒（HR 1.21，95％ CI : 1.10-1.34），運動不足（HR 1.17，95％CI : 1.03-1.33）

のハザード比が有意となった（P＜0.05）。正常高値血圧は年齢階層別の解析でもハザード

比が3以上となり，すべての年齢階層において高血圧発症の最大のリスク要因であることが

明らかにされた。その他の要因と高血圧発症の関係は年齢階層により異なり，耐糖能異常の

ハザード比は30-39歳で大きく，かつ有意となった（P＜0.05）。また，肥満，運動不足のハ

ザード比は年齢階層が低いほど大きい傾向を認めた。

結論　わが国の高血圧の1次予防対策として，正常高値血圧，肥満，耐糖能異常，常習飲酒，運

動不足が重要であり，とくに正常高値血圧者は高血圧発症のハイリスク群として，高血圧の

1次予防のためのリスクマネージメントをより積極的に行われるべき対象であることが明ら

かにされた。肥満と耐糖能異常による高血圧発症リスクの増大は30-39歳において大きく，

これまでより若年者を対象とした，インスリン抵抗性の存在を意識した対策が必要であると

考えられた。
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